
総合連絡調整としての機能拡充
に向けた推進計画

Ac t i on !  s h ee t

① 運動としての成果
年間500件、円滑な連携に繋がったかを検証し、さらに年間
50件、実際に運動に繋がったかを検証する。

＜運動の背景・目的＞ ＜実施スケジュール＞

＜サマーコンファレンスまでの成果＞

① 実施背景
LOMが運動を力強く推し進められるよう、日本JCと協議
会の共感を基軸とした信頼関係と支援体制を構築する必
要がある。

② 実施目的
連絡調整機関としての機能拡充を果たし、LOMとの情報
共有を円滑に進め、LOMが社会開発に繋がる運動を展
開できる組織体制を確立することを目的とする。

＜運動推進のステップ＞
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• LOMの問題に対し
て最適な支援が行
えるよう調査する。

• 各LOMが抱える課
題を的確に把握、
分析し、課題を抽
出します。吸い上
げた課題に対して、
必要な情報や支
援策を展開する。

日本JCの支援パッ
ケージ情報の提供
と議長委員長が創
り上げた計画の共
有を行い、各協議会
との連携を強化し、
LOMの課題解決に
繋がる支援体制を
構築する。

• 当会議体が主導し
た取り組みにより、
円滑な連携が実
現されたか、また
その連携が具体
的な運動に結びつ
いたか、検証を行
う。加えて、こうし
た連携が各LOM
の課題解決に寄
与したかどうかに
ついても検証する。
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＜パートナー、アドバイザー＞

各地区協議会

LOMの問題を解決する支援策を打ち出すため、
毎月の連絡調整会議で課題を分析することで、
最適な支援を行う。

② 地域の変化
日本JCが推進する政策やツール、支援成果事例を提供
し、LOMの規模や状況に応じた最適な解決策を提案する。

理想とする未来
友好的な関係性を構築することで、
運動を創り出す側と展開し、広げ
る側に分断が無く、組織内の運動
が迷いなく進んでいく未来。
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組織グループ
総合連絡調整会議

どうしたらいいか分からない!を解決する
相談・サポートの申し込みはこちらから!
日本JC の会議委員会が、2026年に向け
ての運動構築方法をサポート!

A C T I O N !

連絡先: 総合連絡調整会議 佐武 真介 TEL: 090-5051-5062 MAIL: 2025renchou@gmail.com

誰でも地域に合った運動の構築ができる!
運動の推進議案をチェック!

G i a n  P o c k e t

各ブロック協議会

9月～ 連絡調整会議実施

12月～ 各協議会と課題についてヒアリング

2月～ 会頭訪問帯同

8月～ 推進、検証

11月～ 報告

12月～ 引継
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